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2市報やまぐち　2025年（令和7年）2月 1日号

　

左
の
図
は
、
市
内
の
大
学
・
短
期
大
学
・

大
学
院
に
通
う
学
生
約
１
０
０
０
人
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
す
。「
卒
業
後
も

山
口
に
住
み
た
い
（
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
住

み
た
い
も
含
む
）」
と
回
答
し
た
人
の
割
合

は
、
57
・
５
％
で
し
た
。

　

一
方
で
、
令
和
６
年
３
月
に
卒
業
し
た

市
内
大
学
生
の
県
内
就
職
内
定
率
は
、
32
・

6
％
で
、
過
去
５
年
で
最
も
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
県
内
の
大
学
３
年
生
に
行
っ

た
県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
お
よ
そ
４

人
に
1
人
が
「
県
内
企
業
を
全
く
知
ら
な

い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
大
学
生
に
県
内
企

業
の
こ
と
を
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
、
市
内
・
県
内
で
の
就
職
が
進
ま
な
い

要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、「
や
ま
ぐ
ち
で
暮
ら
し
た
い
、

働
き
た
い
」
と
い
う
思
い
を
持
つ
学
生
や
Ｕ

Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
方
に
、
本
市
で
働

く
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
市
内
企
業

の
情
報
発
信
・
人
材
確
保
の
支
援
や
、
市
内

で
の
就
職
や
起
業
を
応
援
す
る
取
り
組
み
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
元
の
企
業
を
知
っ
て
も
ら

い
、
将
来
的
に
地
元
山
口
で
働
き
た
い
、

と
い
う
思
い
を
育
て
る
た
め
、
中
学
生
や

高
校
生
、
保
護
者
等
を
対
象
と
し
た
職
業

体
験
イ
ベ
ン
ト
「
や
ま
ぐ
ち
未
来
の
し
ご

と
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
の
会
場
開
催
に
は
、
45
の
企

業
・
団
体
が
出
展
し
、
約
３
０
０
０
人
に

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
て
、
山

口
県
央
連
携
都
市
圏
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

企
業
・
団
体
や
、
働
く
「
人
」
を
紹
介
す

る
企
業
紹
介
動
画
を
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
）

で
公
開
中
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
視
聴
い
た
だ
き
、
企
業
研
究
や

業
界
研
究
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

地
元
就
職
の
促
進
に
向
け
て「やまぐち未来のしごとフェスタ」

でバスの運転シミュレーション体
験を行う様子

あなたは、卒業後も山口に
住みたいと思いますか？

31.2％

26.3％

25.8％

16.7％
住みたい

どちらかというと
住みたい

どちらかというと
住みたくない

住みたくない

若者が
生き生きと働ける
“魅力あるやまぐち”へ

少子高齢化や人口減少、若者の転出超過が進む
中、若者が生き生きと働き活躍できる、魅力的な 
「働く場」を確保することは、地域や地元産業の
活力を維持・向上するために不可欠です。
　今回は、本市で働きたい学生やUJI ターン希望
者等の、若者の就職や新たなチャレンジを応援す
る取り組みをご紹介します。

● 市内の就職促進・企業の人材確保支援
　 起業の支援に関すること
　 　 ふるさと産業振興課 ☎ 083-934-2645
● 地域おこし協力隊
　 企業訪問バスツアーに関すること
　 　 農山村づくり推進課 ☎ 083-934-4646問問

問問
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地元就職した若者の声

市
内
企
業
の
魅
力
を
発
信

市
で
は
、
市
内
外
の
学
生
や
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
を
希
望
す
る
方
な
ど
に
対
し
、「
や

ま
ぐ
ち
し
ご
と
応
援
サ
イ
ト
」
に
お
い
て
、

市
内
企
業
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
ト
で
は
、
市
内
企
業
の
特
長
や
Ｐ
Ｒ

動
画
、
先
輩
社
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ほ
か
、

就
職
活
動
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
の
就
職
を
考
え
て
い
る
学
生
や

保
護
者
の
方
、
再
就
職
や
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を

希
望
す
る
方
も
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
（
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

市内の企業情報を
　　　　　カンタン検索！
約200 社の登録企業の中から、業
種や特長、各種認定制度などの絞
り込み検索機能で、あなたの希望
の条件に合う企業を簡単に検索で
きます！

「やまぐちしごと応援サイト」企業検索ページ

株式会社　秋川牧園
製造（食品加工）部門
（令和６年入社）

木
きは ら

原 浩
ひろ き

暉 さん

Q．就職された企業を知ったきっかけを教え
　てください。

A．地元に愛着があり、家族や友人が身近に
いる環境に惹かれ、県内就職を考えていま
した。食品について学んでいたこともあり、
食品関係の企業への就職を希望していて、
合同会社説明会で興味を持ったのがきっか
けです。実際に会社見学に行って、食品に
対する独自のこだわりや、生産・加工・販
売等の幅広い分野の仕事があるところに魅
力を感じました。

Q．仕事の中で、どのようなことにやりがい
　を感じますか？

A．自分にできる業務がだんだん増えてきて、
特に繁忙期前から、上司の方にいろいろな
仕事を任されるようになったことで、周り
から頼りにされている、というやりがいを
感じています。

Q．働く中で感じた、地元で就職する良さは
　ありますか？

A． 家族や友人など身近な人とのコミュニ
ケーションが取りやすいこともメリットの
ひとつだと思います。
　　自分が生まれ育った場所で働くことを通
して、地域の活性化に貢献したいという思
いがあったので、自分の希望に合った仕事
ができていると感じています。
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企
業
の
人
材
確
保
を
応
援

　

市
内
企
業
の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
や
人

材
確
保
を
図
る
た
め
、
大
学
生
を
対
象
と

し
た
企
業
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー
「
ロ
ケ
ハ
ン

ツ
ア
ー
」
を
、
今
年
度
初
め
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
大
学
生
が
市
内
企
業

を
実
際
に
訪
れ
て
取
材
を
行
い
、
学
生
目

線
で
企
業
の
潜
在
的
な
魅
力
や
強
み
を
発

見
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
学
生
か
ら
各
企
業
へ
、
企
業
の

魅
力
向
上
や
採
用
活
動
に
対
す
る
提
案
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
学
生
目

線
で
取
材
し
た
企
業
の
魅
力
を
ま
と
め
た

情
報
誌
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

　

完
成
し
た
情
報
誌
は
、「
や
ま
ぐ
ち
し
ご

と
応
援
サ
イ
ト
」
に
掲
載
予
定
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「ロケハンツアー」で看板制作を
見学する様子

企業訪問バスツアー参加者募集！

山口県央部の魅力ある企業を訪問するチャンス！
ツアーの申し込みは２月 16日 ( 日 ) までです！ふるってご参加ください！

山口県央部には、産業団地への誘致企業や地域できらりと輝く地元企業など、魅力ある企業がたく
さんあります。本格的な就職活動を始める前に、山口で働く自分をイメージしてみませんか？

目的 就職活動を控えた大学生等を対象に、実際に働いている方々との交流を通じて、
地元企業の魅力の周知や山口県央部での就職促進を図ります。

対象 山口県央部での就職を考えている大学、短大、高専、専門学校の学生

日程 ３月 11日 ( 火 ) 防府・美祢・山陽小野田コース
３月 12日 ( 水 ) 山口・宇部・萩コース 各日 20人（最少催行人員 5人）｝

訪問企業など
ツアーの概要は
こちらから

人材確保に取り組む企業の声

就職活動を控えた大学生等を対象に、実際に働いている方々との交流を通じて、

株式会社
オオバクリエイティブ
経営管理部

坂
さか の

野 綾
あや ね

音 さん

Q．採用活動の際、どのようなことに力を入
　れていますか？

A．日頃から会社見学やインターンシップ等
の受け入れを積極的に行っています。ウェ
ブサイトのみでは伝えきれない部分も多い
ため、実際に仕事の様子を見て、知ってい
ただく機会をできる限り提供しています。
　　ウェブサイトや Instagram では、社内行
事の様子や新入社員の声などを発信し、よ
り身近に感じてもらえるよう工夫していま
す。

Q．「ロケハンツアー」の取材を受けられて、
　　いかがでしたか？

A．学生さんにこういった形で取材してもら
うこと自体が初めてで、具体的な業務内容
や採用に関する課題など、普段の会社見学
とは違った視点での質問もいただきました。
　　人材を集めるためにはどうしたら良いの
か、また、自分たちの会社がどのような仕
事をして、社会と関わっているのか、改め
て考える機会になったと思います。

Q． 本市での就職を考えている学生へメッ
セージをお願いします。

A．まずは、地域にどんな会社があるのかを
知っていただくことが第一歩だと思います。
弊社を含め、いろいろな企業が情報発信を
されています。少しでも興味があれば、気
軽に問い合わせや見学をしていただければ
と思います。
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新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
応
援

本
市
で
働
き
た
い
若
者
や
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者
に
と
っ
て
、
市
内
企
業
へ
の
就

職
の
ほ
か
に
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦

す
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。

　

市
で
は
、
起
業
・
創
業
に
よ
る
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
た
い
方
を
応
援
す
る
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
な
ど
の
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
の
産
業
交
流
ス

ペ
ー
ス
メ
グ
リ
バ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
起
業
に
興
味
が
あ
る
」「
自
分
の
ア
イ

デ
ア
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
具
体
的

な
相
談
に
対
す
る
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。　

起業を考えている方向けのワークショップ
の様子

本
市
で
は
、
都
市
圏
へ
の
若
者
の

転
出
超
過
の
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

人
口
減
少
や
労
働
力
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
数
々
の
選
択
肢
の

中
か
ら
本
市
で
暮
ら
し
、
働
く
と
い

う
選
択
を
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
若
者
が
本
市
で
活
躍
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
仕

事
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
希
望
に
合
っ

た
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
な
魅
力
的

な
働
く
場
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
取
り
組
み
の
ほ

か
に
も
、
本
市
で
は
、
福
利
厚
生
の

充
実
等
に
よ
る
企
業
の
魅
力
向
上
に

向
け
た
支
援
や
、
積
極
的
な
企
業
誘

致
に
よ
る
雇
用
の
場
の
創
出
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
若
者
の
市
内

就
職
の
促
進
や
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

若
者
が
「
地
元
で
働
き
た
い
」「
こ
の

地
域
に
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Uターンして起業した若者の声
河
かわかみ

上 敦
あつし

　さん
　　 成

なる み

美さん　ご夫妻
敦さんは、山口市生まれ。神
奈川県の企業に３年間勤務し、
令和３年に地域おこし協力隊と
してUターン。令和６年にサウナ
＆カフェV

ヴ ィ エ ハ ッ タ ヴ ァ

IEHÄttÄVÄを開業。

VIEHÄttÄVÄ
についての
詳細はこち
らから

魅力がつまった山口に潤いを
協力隊として活動する中で、山口にはたく

さんの魅力があるのに、足を運んでもらえる
きっかけが少ないように感じていました。
　そこで、「私たちの取り組みを通じて山口
を知り、実際に来てもらい、食や自然を楽し
んでもらいたい」という思いから、徳地の石
風呂にも関連する “ サウナ ” を中心とした癒
しの空間を徳地にオープンしました。
　サウナに入りながら徳地の自然や歴史を感
じてもらい、また、地元食材を使用したカフェ
メニューも堪能してほしいです。

ビジネスチャンスは
　　　たくさん転がっている
地方には、たくさんの魅力が眠ってい

ると感じます。私たちも空き家や自然な
どの地域資源を活用させていただいて起
業しましたが、まだまだ活用できる余白
はたくさんあります。大きなビジネスプ
ランを立てるというよりは、今ある資源
を上手に活用しながら、できることから
少しずつ始めることが大事です。地域の
さまざまな方と交流し、地域を知ること
で、こうした余白も見えてくると思いま
す。

ふるさと産業振興課
主任主事　權代優里

message

ふるさと産業振興課
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- 特集 -- 特集 -

ごみのごみの行方行方

（ kg ）

15.7kg

市民一人当たりにおける
年間のごみ排出量

山口市 全国平均／

　

令
和
２
年
度
か
ら
４
年
度
に
か
け
て
の

一
人
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
を
見
る
と
、

山
口
市
で
は
、
全
国
平
均
よ
り
も
多
く
ご

み
を
排
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

（
図
１
参
照
）。

　
一
方
で
、
年
間
の
一
人
当
た
り
の
埋
め
立

て
処
分
量
を
見
る
と
、
山
口
市
で
は
、
全
国

平
均
よ
り
も
ご
み
の
埋
め
立
て
が
少
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
（
図
２
参
照
）。

　

一
見
、
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

こ
れ
ら
の
結
果
で
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
か
。

ご
み
が
行
き
つ
く
先
は
２
つ

山
口
市
の
ご
み
事
情

図 1

市民一人当たりにおける
年間の埋め立て処分量

山口市 全国平均／

（R4実績）
図 2

資源循環推進課 ☎ 083-941-2173問問

　

私
た
ち
が
排
出
し
て
い
る
ご
み
は
、
ど

の
よ
う
な
形
で
処
理
さ
れ
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ

れ
た
ご
み
は
、
収
集
さ
れ
た
後
に
焼
却
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
を
経
て
、
最
終
的
に

「
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
再
利
用
さ
れ
る
」
か

「
埋
め
立
て
ら
れ
る
」
か
の
、
ど
ち
ら
か
の

方
法
で
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
集
積
所
に
排
出
さ
れ
た
ご
み
は
、

ご
み
収
集
車
で
収
集
さ
れ
た
後
、
焼
却
し

た
り
、
細
か
く
砕
い
た
り
と
い
っ
た
中
間

処
理
を
経
て
最
終
処
分
さ
れ
ま
す
。

　

山
口
市
の
埋
め
立
て
処
分
量
が
少
な
い

理
由
は
、
ご
み
処
理
の
仕
組
み
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
次
の
ペ
ー

ジ
で
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

山
口
市
の
ご
み
処
理
の
仕
組
み

写真 ： 埋め立て処分を行う
　　　　 山口市大浦一般廃棄物最終処分場

26.9kg

5kg 5kg 5kg

5kg 5kg

5kg 5kg 5kg

1.9kg0.7kg

250

300

350

400
全国

山口市

R4R3R2

380 379 371

329 325 321

埋め立てを行う様子

処分場の内部
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ふたを外し、中を水
洗いします。

正
し
い
分
別
が
ご
み
を
減
ら
す

上
記
の
仕
組
み
に
よ
り
、
市
内
で
排
出

さ
れ
た
ご
み
は
、
９
割
以
上
が
減
量
化
・

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
残
り
の
3.9
％
の
み
が
埋

め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
参
照
）。

　

し
か
し
、
適
正
に
分
別
さ
れ
て
い
な
い

ご
み
が
増
え
る
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る

量
が
減
り
、
埋
め
立
て
処
分
を
行
う
割
合

が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
正
し
く
分
別
し
て

排
出
す
る
こ
と
が
、
埋
め
立
て
処
分
と
な

る
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市報2月15日号
と同時配布

埋め立て

リサイクル

焼却

山口市における

ごみ処理の内訳

   焼却
（気化による減量化）

73.6%

リサイクル
22.5%

 埋め立て処分 3.9%

図 3

分別ルールの 「知っ得」

びんの紙ラベルは
剥がさずに出してOK

ふたとラベルを外
し、中を水洗いし
ます。

ペットボトルのリングは
付いたまま出してOK

洗剤やお湯で洗う
必要はありません。
※汚れが落ちない場合
は燃やせるごみとして
排出してください。

プラ製容器包装は
水洗いで目に見える汚れが
落ちていればOK

燃やせるごみは焼却し、残った灰はリサイクル仕組み
その1

　燃やせるごみは、焼却処理され、約 9割の部分
が減量化（気化）されます。
　また、残った 1割の焼却灰は、セメントの原料
としてリサイクルされます。他の自治体では埋め
立て処分されることが多い焼却灰を資源として活
用することで、埋め立てごみを減らしています。

燃やせないごみは

  砕いてさらに分別
仕組み
その2

　燃やせないごみは、細かく砕かれ、金属の部分と可燃物の
部分を回収します。回収した金属はリサイクルされ、可燃物
は焼却処分されます。そして、残りの不燃物の部分は、最終
処分場で埋め立てられます。

資源物は

 分別してリサイクル
仕組み
その3

　
令
和
７
年
度
版
か
ら
、「
ご
み
・
資
源
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
収
集
日
を
カ
レ
ン

ダ
ー
形
式
で
確
認
で
き
る
ほ
か
、
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
や
、
間
違
い
や
す
い
例

を
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
す
る
な
ど
、
よ
り
分

か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

分
別
方
法
を
確
認
し
よ
う

　市民の皆さんに分別していただいたびん・缶・
ペットボトルなどの資源物は、圧縮処理され、リ
サイクルする工場に出荷
されます。
私たちが分別して排出

することで、ごみではな
く、リサイクルされる資
源として処理されます。

焼却炉の様子

缶を圧縮処理する様子▶

セメントとしてリサイクルし、
コンクリートの材料に使用
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福
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
を
代
表
し
、
大
川
拓
真

さ
ん（
小
郡
地
域
出
身
）と
本
廣
虹
歩
さ
ん

（
嘉
川
地
域
出
身
）
が
そ
れ
ぞ
れ
、「
家

族
・
友
人
・
地
域
の
方
々
な
ど
、
私
た
ち

を
見
守
り
、
共
に
歩
み
、
こ
の
先
も
歩
ん

で
い
く
人
た
ち
を
大
切
に
し
、
支
え
あ
っ

て
い
き
た
い
」、「
こ
の
先
、
ど
の
よ
う
に

人
生
を
歩
み
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
べ

き
か
真
剣
に
考
え
な
が
ら
、
夢
や
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
し
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の

感
謝
と
二
十
歳
を
迎
え
て
の
決
意
を
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

社
会
教
育
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
６
５　

で
は
、
楽
し
む
と
と
も
に
、
目
標
に
向
け

て
頑
張
り
た
い
」
と
、
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

　
市
長
は
「
県
大
会
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、
上
田
主
将
と
佐
々
木
主
将
の
お
二
人

が
、
全
国
大
会
で
も
8
位
入
賞
で
き
る

チ
ー
ム
で
あ
る
と
、
高
ら
か
に
宣
言
さ
れ

て
お
り
、
心
強
い
と
感
じ
た
。
平
川
地
域

の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
、
県
民
の
方
々

が
応
援
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
し
っ
か

り
頑
張
っ
て
入
賞
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」

と
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
８
７
５

　

１
月
12
日
（
日
）、
令
和
７
年
山
口
市

二
十
歳
の
つ
ど
い
を
山
口
市
民
会
館
で
行

い
ま
し
た
。
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を

包
ん
だ
参
加
者
１
４
５
４
人
が
式
典
に
出

席
し
、
会
場
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
再
会

を
喜
び
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
、
市
長
は
「
自
分
自
身
の
可
能

性
を
信
じ
、
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
や
常
識

に
と
ら
わ
れ
ず
、
夢
や
希
望
の
実
現
に
向

け
て
何
事
に
も
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
、
ニ
十

歳
の
節
目
を
迎
え
た
参
加
者
の
門
出
を
祝

　



西
京
高
校
の
男
子
駅
伝
部
・
女
子
駅

伝
部
が
、
11
月
に
開
催
さ
れ
た
山
口
県
高

等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
、12
月
22
日（
日
）開
催
の
男
子
第
75
回
、

女
子
第
36
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大

会
の
出
場
報
告
の
た
め
、
12
月
13
日
（
金
）

に
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

大
会
に
は
、
男
子
駅
伝
部
は
32
年
連
続
37

回
目
、
女
子
駅
伝
部
は
8
年
連
続
33
回
目

の
出
場
と
な
り
ま
す
。

　
男
子
駅
伝
部
主
将
の
上
田
悠
晴
さ
ん
は

「
全
国
大
会
8
位
入
賞
を
目
標
に
、
日
々

練
習
に
励
ん
で
き
た
。
山
口
県
代
表
と
い

う
誇
り
を
胸
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
」、

女
子
駅
伝
部
主
将
の
佐
々
木
凛
さ
ん
は

「
1
年
か
ら
3
年
ま
で
力
の
あ
る
選
手
が

そ
ろ
っ
て
お
り
、
県
大
会
で
は
県
記
録
を

更
新
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
全
国
の
舞
台

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

▲記念撮影の様子

問   問   

西
京
高
校
の
駅
伝
部
が

市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た

令
和
７
年
（
令
和
６
年
度
）
の

二は

た

ち
十
歳
の
つ
ど
い
を
開
催

問   問   

二十歳の誓いを
発表する代表の
２人の写真

会場の賑わいを
表す写真

▲会場の様子▲二十歳を迎えての決意を
　発表された大川さん（左）
　と本廣さん（右）

表
紙
の
写
真

問
広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
３

湯
田
温
泉
に
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
登
場

　

表
紙
の
写
真
は
、
本
年
6
月
に
オ
ー

プ
ン
を
迎
え
る
湯
田
温
泉
こ
ん
こ
ん

パ
ー
ク
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
井

上
公
園
（
湯
田
温
泉
二
丁
目
）
で
開
催

さ
れ
た
「
キ
ッ
ズ 

ス
ケ
ー
ト 

パ
ー
ク
」

の
様
子
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
内
に
は
な
か
っ
た
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

湯
田
温
泉
の
冬
に
新
し
い
賑
わ
い
を
生

み
出
そ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
は
、
氷
を
使
わ
ず
、
樹

脂
製
の
パ
ネ
ル
を
敷
設
し
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
を
覆
う
大
屋
根
テ
ン

ト
の
お
か
げ
で
、
時
折
降
る
雨
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
、
保
護
者
や
子
ど
も
た

ち
は
ス
ケ
ー
ト
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

全
天
候
型
の
大
屋
根
広
場
や
温
浴
施

設
な
ど
を
活
用
し
、
湯
田
温
泉
と
い

う
本
市
が
誇
る
地
域
資
源
を
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
の
市
民
や
観
光
客
に
も
っ
と
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
人
々
の
交
流

を
生
み
出
す
湯
田
温
泉
こ
ん
こ
ん
パ
ー

ク
。
オ
ー
プ
ン
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

▲ 6 月にオープンする湯田
温泉こんこんパーク。
詳細は、ウェブサ
イト（右の二次
元コード）をご
覧ください。▶



9 市報やまぐち　2025年（令和7年）2月 1日号9

※詳細は、各お問い合わせ先へご確認
ください。

圏域の市町におでかけしよう！

圏域7市町の
イベント情報

TOKIWAグルメフェス
不二輸送機ホール開館30周年記念
事業　立川志らく・立川談笑二人会

山陽
小野田 宇部 梅まつり防府

防府天満宮の境内には、し
だれ梅や紅白梅など約 16
種類 1,100本の梅の木があ
ります。梅の開花時期に「梅
まつり」を開催し、さまざまな行事
を行います。
期間 2月16日（日）～3月2日（日）

防府天満宮（松崎町14-1）
☎ 0835-23-7700

キッチンカーや飲食店が大
集合。もちまきなどステー
ジイベントも日ごとに開催。
期間　2 月 22 日（ 土）～
24日（月・休）10時～ 16時

　（荒天中止）
場所　ときわ遊園地芝生広場
　（則貞3-4-1）
LiNo ☎ 080-6664-0337

テレビ番組でおなじみの立
川志らくさん、先鋭でスリリ
ングな爆笑落語を標榜する
立川談笑さんによる落語二
人会を開催します。※未就学児の同
伴・入場はご遠慮ください。
日時 2 月 15日 ( 土 )14 時開演

不二輸送機ホール大ホール（大
字郡 1754）☎ 0836-71-1000

津和野藩の文化興隆に貢献
した、江戸時代中後期の 2
人の藩主（７代・矩貞と８代・
矩賢）の事蹟や作品を中心
に、津和野藩の文化興隆についてご紹
介します。
期間 2月19日（水）～5月19日（月）

津和野郷土館（森村ロ 127）
☎ 0856-72-0300

萩・椿まつり秋吉台山焼き
津和野藩の教育と文化
 －藩主亀井矩

のり

貞
さだ

・矩
のり

賢
かた

の時代 －美祢 萩 津和野

約 25,000 本のヤブツバキ
が可憐な花を咲かせます。
土・日・祝日には、無料ガ
イドなどが楽しめます。
期間　2月15日（土）～3月16日（日）
場所　笠山椿群生林（椿東越ヶ浜
虎ヶ崎）
「萩・花ごよみ実行委員会」事務局
（萩市観光課内）☎0838-25-3139

炎の帯と煙がカルスト台地を
包む日本最大規模の野焼きで
す。黒くなった草原は、5月
には一面の新緑で覆われます。
日時 2月16日（日）9時30分～13時頃
場所  秋吉台国定公園（秋芳町秋吉
11237-862）
秋吉台山焼き対策協議会事務局

　☎0837-52-1115

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

問所

問

問問

問所問所

これが私の故
ふるさと

里だ（「帰郷」より）
　湯田温泉生まれの詩人・中原中
也（1907-1937）。瑞々しい感情
表現や口ずさみたくなる独特のリ
ズムで、国内外を問わず多くの人々
に愛されています。
　山口から京都、東京へと移り住
み、鎌倉で亡くなった中也。東京
から帰省した際に詠んだといわれ
ている「帰郷」では、懐かしさと
疎外感という、故郷への複雑な思
いも綴られています。それでも、
最晩年には山口に戻ることを決意
していたという中也に、山口はどん
なまちに映っていたのでしょうか。
今回は、中也の生家跡にある中

原中也記念館で、さまざまな視点
から情報発信している学芸員に中
也の魅力を伺いました。

池
い け だ

田 誠
まこと

さん

Interview.

中原中也記念館 学芸員

「リズムで感じる詩の世界」
　中原中也の詩の魅力は、独自の感性で表現された世界で、読むたびに
発見があることです。また、家族や恋人、友人との関係性や、影響を受
けた文学者など、彼の生涯や詩が詠まれた当時の背景を知ることで、詩
の見え方が変わったり、より奥深さを感じることができます。
　記念館では、訪れる皆さんに中也の詩や歩んだ人生に触れていただる
よう、所蔵する資料や多彩な企画展を通し、その魅力を紹介しています。
また、1月 29日（水）からは、市内在住のオートマタ（自動機械）作

家・原田和明さんの作品とコラボレーションした企
画展を開催します。中也をモチーフに作られたオー
トマタがコミカルに動き、観る者を楽しませてくれ
ます。その独創的な動きと詩が織りなすリズムを楽
しみながら、中也の詩の世界を感じてみませんか。

#3,Yamaguchi, Japan 52 Places to Go in 2024#3,Yamaguchi, Japan 52 Places to Go in 2024#3,Yamaguchi, Japan 52 Places to Go in 2024#3,Yamaguchi, Japan 52 Places to Go in 2024#3,Yamaguchi, Japan 52 Places to Go in 2024
今、世界的に注目を集める山口市。今、世界的に注目を集める山口市。
その魅力を再発見すべく、注目スポットやそこにその魅力を再発見すべく、注目スポットやそこに
携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。携わる「人」の声をご紹介していきます。
広報広聴課☎083-934-2753問問

中原中也記念館 -愛され続ける中也の魅力

！ やまぐちの魅力  再  発見
ReRediscover Yamaguchi!discover Yamaguchi!

vol.9
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問ｋ問ｋ

2/8（土）

2/1（土）~ 9（日）
イベントカレンダー２

月

歴史民俗資料館
☎ 083-924-7001

問問所所
講座「興隆寺二月会の芸能を探る」

ショートフィルム フェスティ
バル in YCAM

山口市文化振興財団
☎ 083-920-6111

所所山口情報芸術センター［YCAM］
問問

2/7（金）~ 11（火・祝）

第13回やまぐち新進アーティ
スト大賞ノミネート作品展

文化交流課
☎ 083-934-2717

所所クリエイティブ・スペース赤
れんが（ホールⅠ）

問問

世界の短編映画を上映します。

2/16（日）~ 3/31（月）
山口の幕末の偉人 5人をさがせ！
～なぞとき十朋亭維新館めぐり～

5 題の “ なぞとき ” に挑戦して、
十朋亭維新館内から「山口の幕
末の偉人 5 人」のミニパネル 5
枚を見つけ出し、各パネルに示
された文字を 1 文字ずつ集めて
キーワードを完成させます。

所所 十朋亭維新館
☎ 083-902-1688

問問

開催中のイベント
2/11（火・祝）まで

テーマ展示「空の歌」
中原中也記念館
☎ 083-932-6430

問問所所

2/14（金）
　　　~令和８年２/15（日）
テーマ展示「郵便で御免下さい
―― 中原中也の手紙」
所所 中原中也記念館問問

☎ 083-932-6430

2/28（金）まで
「2025 年を漢字一字で表す書
道展」
所所 問問 山口市菜香亭

☎ 083-934-3312

第２回やまぐち伝統芸能フェス
in YCAM
所所山口情報芸術センター［YCAM］

スタジオ B・ホワイエ
問問 文化交流課

☎ 083-934-4155

文化財指定の市内伝統芸能団体
および山口・佐渡・佐賀の全国
３カ所にしか残っていない鷺流
狂言が一堂に会する特別公演を
開催します。

友人や母に宛てた手紙を紹介し
ながら、手紙を通して見えてく
る中也の意外な一面と、「手紙」
がもつ面白さを紹介します。

2/16（日）
れきみんファミリーデー
所所 問問 歴史民俗資料館

☎ 083-924-7001
2 月のテーマは「炭火アイロン」
です。

2/23（日・祝）

大内氏、毛利氏が開催した興隆
寺二月会で、用いられた装束と
行われた芸能について考えます。

（要事前申し込み）

中原中也の詩に多く登場し、
中也の詩の重要なモチーフで
ある「空」について、さまざ
まな視点から紹介します。

早
い
も
の
で
、
本
市
が
ニュー
ヨ
ー
ク・
タ

イ
ム
ズ
紙
に
選
出
さ
れ
て
か
ら
１
年
が
た
ち

ま
し
た
。

本
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
国
宝
瑠
璃
光
寺

五
重
塔
が
約
70
年
ぶ
り
に
檜
皮
葺
屋
根
の

葺
き
替
え
工
事
を
行
って
い
る
中
、
五
重
塔

を
覆
う
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
を
ス
ク
リ
ー
ン
に

行
っ
た
プ
ロ
ジェ
ク
シ
ョ
ン
マッ
ピ
ン
グ
は
大

好
評
を
い
た
だ
き
、
ま
た
11
月
の
ス
イ
ス
観

光
賞
の
受
賞
も
あ
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
本

市
を
訪
れ
る
観
光
客
数
は
緩
や
か
に
増
え

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、こ
う
し
た
成
果
を
、

今
年
４
月
か
ら
開
催

さ
れ
る
大
阪・
関
西

万
博
や
、
来
年
秋
か

ら
の
大
型
観
光
活
動

（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
ション

キャンペーン
）へつな
げ

た
い
と
思って
い
ま
す
。

折
し
も
、
来
月
３
月

に
は
山
陽
新
幹
線
の
全
線
開
通
か
ら
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。
開
通
当
時
、
関
西
方
面

か
ら
多
く
の
人
の
流
れ
が
こ
ち
ら
に
向
かっ

た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
関
西
や
広
島
ま
で
来

ら
れ
た
方
々
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
山
口
ま
で
足

を
伸
ば
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
県
や
県
内

市
町
と
も
しっ
か
り
と
協
力
を
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

山
口
市
長

本
市
の
魅
力
を
広
く
多
く
の
方
に
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